
最近のアル ミ建材の塗装について

(神東塗料㈱)○ 河合正幸 住友靖夫

アル ミサッシを中心 としたアル ミ建材の塗装はED,TFSが 大半を占め,又 樹脂的には,ア ク

リルーメラ ミン系が主流となっているが,今 後の需要の多様化,高 級指向化に応える新しい考え方

の塗装一塗料の一部を報告する。

塗膜ニーズにっいては,現 在,塗 料,塗 膜 として新 しく要求 されてきているニーズは,① 塗膜の

耐久性化,② 塗膜の高級感化,③ 低エネルギーでの形成可能な塗料の3つ に分けられる。

これら3要 素を兼ね備えたものでなくても,1つ,1つ を特長 としたものがそれぞれのニーズに

よって使い分けられるものであり,個 性化が必要 とされている。 これをアル ミ建材用 として,具 体

的ニーズで考えると,① 耐候性向上,高 硬度化,② 光沢感及び多色化,③ 低温硬化 となり,併 せて

最近の塗料技術について報告する。

BFrを 含む廃液の処理法

(森田化学工業㈱)○ 持田好晴 立野稔夫 佐藤 仁

ホウフッ化物浴によるメッキは,高 電流密度で高能率に厚付けが可能であり,錫,鉛,亜 鉛,銅

などで実用化されているが,廃 液に含まれているBF;イ オンの処理が困難で,通 常の水酸化カルシ

ウムを添加する方法では,フ ッ素をCaF2と して固定し除去す ることができず,大 量の水で希釈し

て放流されていた。演者らは,BF;イ オンが水酸化アル ミニウムによって,容 易にBol一 イオンと

水酸化カルシウムで処理が可能なAlFl一 イオンに変換 されることをみいだし,極 めて経済的な廃液

処理の方法を確立した。

その結果,BFτ イオンを含むメッキ廃液は,F旨 オンや他の含フッ素錯イオンと異なって,水 酸

化カルシウムでフッ素をCaF2と して固定することは困難であるが,一 旦水酸化アル ミニウムで処

理 し,ヘ キサフルオロアル ミン酸にすることによって,水 酸化カルシウムで容易にフッ素の排出基

準である15餌 以下に固定できることがわかった。

アルミニウム上の亜鉛置換皮膜と亜鉛一ニッケル合金置換皮膜の特性

(奥野製薬工業㈱)○ 西浜幸男

アルミニウム上へのめっき方法は,従 来よ り,亜 鉛置換法,ス ズ置換法等を応用した報告が多 く

見られる。そこで,本 報では,亜 鉛置換法 と亜鉛一ニッケル合金置換法による皮膜の析出状態およ

び密着力について比較検討した。

以上の結果よ り,置 換液の選定は,素 材の種類,電 気めっきまたは無電解めっきの浴種,品 物の

2一



形状 および処理後の製品の用途等を考慮し,充 分に検討 した上で,亜 鉛単独の置換浴にするか,亜

鉛 一ニッケル合金置換浴にするかを,決 定する必要があると考えられる。

水溶性アルミニウム染料の廃水処理

(奥野製薬工業㈱)○ 中岸 豊 古川七朗

アル ミニウム陽極酸化皮膜用水溶染料の廃水処理方法としては,酸 化還元法,活 性炭吸着法,凝

集菰殿法,あ るいは,こ れら組合せによる諸法が提唱されている。 しかし,現 状は,殆 んどの処理

工場で,濃 縮乾固したり,処 理専業者に委託する方法がとられている。本報では,染 料の性質を利

用.染 料と選択的に化学反応し凝固せしめ,そ の沈殿物を濾別し系外に除去する廃液処理剤,ト ッ

プキャッチD-900(以 下D-900)を 用いて,各 種染料に対する脱色効果を比較検討 した。

その結果,染 料の種類によって,添 加量が異なるので留意する必要があり・これは,染 料の構造

や分子量に相関性があるものと推察 される。又,ブ ラックなどの濃厚廃液は,常 時排水槽などでい

ったん希釈した後D-900処 理するよりも,で きるだけ濃厚廃液の状態で処理する方がD-900添

加効率が良く有利であることが分った。

交流電圧走査法による電解着色機構について

(日本アル ミニウム工業㈱)大 中 隆 ○石田慎一 萩野清二

交流電解着色法によるアル ミニウム陽極酸化皮膜の着色技術の最 も重要な点は,再 現性のよい,

均一 な着色を得ることである。その方法は種々の浴組成において,定 電圧又は定電流電解を行ない・

色調などの確認によって検討するのが通常であるが,非 常に長期間の実験を要すると同時に,着 色

現象の解明も不十分である。

そこで著者 らは直流電解着色法で用いた直流電位走査法と同様の理論により交流電圧走査法を開

発 した。これは陽極酸化皮膜を着色浴中で交流電解時にその電圧をOVか ら一定速度で昇圧し,そ

の時の電圧電流曲線を種々検討す る方法である。本報では種々の条件において得られた電流一電圧

曲線を比較検討す ることによ り,交 流電解着色法におけるカラーコントロール技術及び電解着色機

構について報告する。

アルミニウム建材の電着塗装における問題点

(植田アルマイト工業㈱)植 田健太郎 ○清水孝祐 竹村光男

電着塗装工程において発生する異常現象の一つであるウォーターマークにおけるRO水 洗水中の

SO42"濃 度の影響,及 びその他二,三 の異常現象について もそれぞれの要因との影響について検討

した。
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